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記述は,関連する資料調査のほか 2018 年 11 月に実




























2003 年は「高齢者に価値を（Valuing Older People ：
VOP）」という政策が立ち上げられ,翌年,高齢者自身
が参加して政策を検討する VOP 委員会が設立さ
れ,VOP 戦略計画を発表した。その後 2009 年に戦略






2010 年に WHO が立ち上げた「高齢者にやさしい都
市・地域の世界的ネットワーク（Global Network for 
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 2017 年に“The Space Between Us”,2018 年















































劇場は,14 歳から 21 歳を対象としたヤング・カン
図３ 劇場スタッフ（左端）とエルダーズ・カン
パニーの参加者 
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（Curious Shoes）」について取り上げる 19。 
本プロジェクトを企画・制作しているマグダレー










































































































































図７ 上演の一コマ（冊子 Curious Shoes より） 
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2010 年に施行された平等法（Equality Act 2010）
に則って責任ある活動を行う必要がある。平等法は,
既存の 9 つの差別禁止法を整理・統合した法律で, 
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スコットランドでも高齢者の人口における割合は
増加しており,75 歳以上人口は 1997 年からの 20 年
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ループ(APPGAHW: All-Party Parliamentary Group on





2  2018 年 3 月に,ブリティッシュ・カウンシルが東京と
京都で開催したフォーラム「高齢社会における文化芸
術の可能性：日本と英国の実践から」で紹介された。 





（2020 年 6 月 24 日最終確認） 




る。（マンチェスター市 Public Health 担当 Paul 
McGarry‘ Building an age-friendly Manchester’ 





on.htm 2020 年 6 月 24 日最終確認） 
5  マンチェスター市の「高齢者にやさしい政策」（AFM）
の取り組みについては,吉本（2017）および市のホーム
ページ：’Our age-friendly work’ 
https://secure.manchester.gov.uk/info/200091/old
er_people/7116/our_age-friendly_work/4,WHO のホ
ー ム ペ ー ジ  ‘ A g e -F r i en d l y W o rl d :  G r o ba l
Network’ 
https://extranet.who.int/agefriendlyworld/networ
k/manchester/ を参照した(2020 年 6 月 24 日最終確
認)。 
6  WHO のホームページで検索機能を使って確認したとこ
ろ,2020 年 6 月 24 日現在,41 カ国の 1,000 の都市や地
域が,日本からは秋田市を始め 24 の自治体が名前を連
ねている。 
7  WHO のホームページにコンパクトにまとめられている
ものを参照した。 Age Friendly World Manchester 
https://extranet.who.int/agefriendlyworld/networ
k/manchester/ （2020 年 6 月 24 日最終確認） 
8  文化チャンピオンとしての具体的な活動やエピソード
は ,吉本（ 2017）に詳しい。また ,マンチェスター市
の’Living in Manchester age -friendly city’に
も,文化チャンピオンとして活動する高齢者が紹介さ
れている。 
9  劇場のホームページ 
https://www.royalexchange.co.uk/touring-
visiting-companies（2020 年 6 月 24 日最終確認） 
10 以降の記述は,2018 年 11 月 16 日に劇場ホワイエで実
施したインタビューと Barry(2018)による。インタビ
ューには, The director of Creative Learning and 
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Engagement である Inga Hirst 氏のほかエルダー
ズ・カンパニー参加経験者の 73 から 77 歳の男女４名
(Estelle, Gordon, Maureen, Mike)が参加して下さっ
た。 
11 Elders Monthly は,2020 年 6 月現在 Elders Monday
と名称を改めている。 
12 1991 年に国連加盟国が 10 月 1 日を「高齢者の日」
（International Older People’s Day）と定めた。
高齢者の権利や高齢者差別,高齢者虐待撤廃などの意
識向上を目的としている。高齢者の日前後に,イギリ























16 本項の記述は,2018 年 11 月 21 日,コヴ・パークのアー
ティストインレジデンス施設で滞在製作中の Fiona
Miller 氏,The Flames 参加者 9 名（Kate, Grace, 
Marian, Penny, Catherine, Betty, Lisa, Mack, Jess）
との対話,2019 年 5 月 11 日グラスゴーの CCA(Centre 
for Contemporary Arts)で Luminate のプログラムのひ
とつとして行われた The Flames 上演の参与観察,2019
年 10 月 31 日鳥取大学アートマネジメント講座のいっ
かんで行われたミラー氏のレクチャー「高齢者による
舞台芸術の可能性を探る」をもとにしている。 
17 演劇を専門とするミラー氏 ,音楽家・作曲家 Mick 











19 本項の記述は,2018 年 11 月 19 日にエジンバラにて行っ
た Magdalena Schwamberger 氏へのインタビュー,およ
び氏のホームページ： 
http://www.magdalenaschamberger.com （2020 年 6 月
24 日最終確認）による。 
20 2017 年 12 月まで芸術監督を努めている。各プロジェ
クトについては,Hearts & Minds のホームページ参照
https://www.heartsminds.org.uk/ （2020 年 6 月 24
日最終確認） 
21 エジンバラの中心市街地にある劇場で ,現在は The 
Festival Theatre, King's Theatre and The Studio
の３劇場を ,登録チャリティ組織である Capital 
Theatre が 運 営 し て い る 。 夏 の Edinburgh 
International Festival の公演会場としても使われ
る。 
22 Paul Hamlyn Foundation のブレークスルーグラントの





Queen Margaret University School of Health 
Science の名誉教授となっており,2018 年時点では,同




24 本項の記述は,2018 年 11 月 22 日エジンバラのクリエ
イティブ・スコットランドのオフィスにおいて行った
イ ン タ ビ ュ ー （ Equalities & Diversity 
Officer:Graham Reid 氏,Multi Art Form Manager：
Lorna Duguid 氏）,その際に提供されたレジメ資料
（Creative Ageing in Scotland）をもとにしている。 
25 1994 年にアーツカウンシル・オブ・グレート・ブリテ

















間 200～300 万ポンド（約 3 億 5,500 万～5 億 3,300 万
円）の資金提供を行うほか,他の団体と共同で助成プロ
グラムも実施している（British Council 2018）。 
28 フェスティバルの名前も The LuminateFestival
で,2019 年は’Celebrating creativity as we age’
というサブテーマが設けられている。 
29 2019 年から 5 月に時期を移し,隔年開催となった。後
述するように,ルミネイトがケアホームでの芸術活動
を充実させることにシフトしているためである。 
30 The Luminate Festival 2019 
Brochure_compressed.pdf (2019 年 5 月ダウンロー
ド) 
31 The Care Inspectorate は,スコットランド政府の機関
で,2011 年創設され（それまでは Social Care and 
Social Work Improvement Scotland）,ダンディーに本
部がある。スコットランドにおける介護環境を調査し,
改善を図ることに責任を持つ組織である。 
32 Arts in Care Resource Pack 
 https://hub.careinspectorate.com/how-we-support-
improvement/care-inspectorate-programmes-and-





3313-arts-in-care  (2020 年 6 月 24 日最終確認),ル 
ミネイトのホームページ
https://www.luminatescotland.org/year-round-
work/arts-care(いずれも 2020 年 6 月 24 日最終確認) 
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